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実施計画事業 〇
実施計画事業以外の事業 　

令和５年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名
こまき市民交流テラス ワクティブこまき運営事業

（市民交流テラス施設管理事業） 担当部 健康生きがい支え合い推進部

事業期間 令和２年度 ～ 令和７年度以降 担当課 支え合い協働推進課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 自治体経営編

基本
施策

1
展開
方向

1 担当係 市民協働

目 14 大 4 中 2予算区分 一般会計 款 2 項 1

対象
（何･誰を対象

に）

市民
市民活動団体
市職員等

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

こまき市民交流テラスワクティブこまき（令和２年９月開設）の管理運営や市民活
動への支援となる相談業務や講座を実施した。
■基本運営
・テラス管理運営（施設運営）
・アウトリーチ支援（相談助言）

■事業運営
・情報収集発信（HP、テラス情報誌発行）
・人材育成、研修、交流（こまき市民活動祭「マチカラ」、市民活動講座、ボラン
ティアマッチング、まちのかたり場、市民・行政意見交換会など）
・市民活動育成支援（市民活動助成金関連）

■直接経費（令和４年度決算）
12節　こまき市民交流テラス管理運営委託料　27,707,128円
13節　使用料及び賃借料　186,084円

■直接経費（令和５年度予算）
12節　こまき市民交流テラス管理運営委託料　28,892千円
13節　使用料及び賃借料　285千円

受益者負担 有

・施設に付帯する「ロッカー」の使用料
（大）月額150円（小）月額100円
・印刷機及び大判プリンターの使用料
（印刷機）～500枚/一律100円を基本（大判）1ｍあたり200円

根拠法令
・個別計画

自治基本条例
小牧市市民活動推進条例

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

市民の市民活動への参加促進や市民活動団体の支援を行うため、こまき
市民交流テラスワクティブこまきを拠点とした、各種講座や市民活動祭、交
流会、ボランティアマッチングなどを実施し、さまざまな活動の支援やつなぐ
役割を果たしていく。

事
業
費

項目 R1 R2 R3 R4

国・県支出金

予算額 ― 4,115 30,478 29,220

その他職員（時給×時間）

事業費合計（C＝A＋B） 0 28,914 35,847

R5

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 ― 21,357 28,227 27,552

計（A） 0 21,428 28,361 27,707

その他 ― 71 134 155

29,177

対前年比 ― ― 132.3% 97.6%

35,193

計（B） 0 7,486 7,486 7,486

人
件
費

正規職員（平均賃金） 0 7,486 7,486 7,486

正規職員 1.00 1.00 1.00

その他職員



（３）業績

単位

1 団体

2 事業

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 1 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R2 R3 R4 R5

市民活動団体数 ↗ 112 111 113 119
協働による事業実施数 ↗ 43 50 59 73

指
標

指標ほか R1 R2 R3 R4

― 1,559 2,196

8

活
動
指
標

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 ― 4,657 13,374 16,135

R5

成
果
指
標

こまき市民交流テラスが関
わった活動への参加者数 人

― 323 600 600 600

―

新規登録市民活
動団体数

団体
― 5 5 5 5

― ― 6

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 ― 6,208 2,680 2,181

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

市民交流テラス施設管理事業を実施した結果、成果指標にあるこまき市民交流
テラスが関わった活動への参加者数は大幅に増加し、コロナ禍においても利用
者（受益者）は順調に増えている。
テラス事業では、新型コロナ感染症の影響により催事の開催が制約されたが、感
染状況を鑑みながら、各種講座について、改善を加えながら継続的な事業実施
を行った。
また、３年に１度開催している「市民活動祭」について、新型コロナ感染症により１
年延期したが令和４年に「小牧市民活動祭～マチカラ～」を開催した。マチカラで
はSDGs未来都市に選定された本市の取り組みと連携しSDGｓでつながった企業
も参加及び協賛をいただき、市民活動団体だけではなく企業、学校などとの連携
の強化を行うことができた。
相談助言事業（アウトリーチ支援）では、コロナ禍ではあったが団体等の活動の
場所に出向き積極的に支援相談を行うことができた。
今後は、市民活動、地域づくり活動を持続前進させていくための人材育成の強化
が必要であると考える。

事
業
の
評
価

事業の方向性 拡　大 対象の拡大や手段の充実等により、事業のボリュームを拡大すべきもの

今後の実
施内容

こまき市民交流テラスワクティブこまきを拠点とした、各種講座や交流会、ボラン
ティアマッチングなどを実施し、さまざまな活動の支援やつなぐ役割を果たしてい
くとともに、わかもの担い手育成事業を新規に立ち上げ、若年世代からまちづくり
に興味関心を持ってもらい、まちづくりに関わっていく人材を中長期的ビジョンを
持って育成するとともに、既存の各種講座等連携を持たせながら、地域づくり活
動を持続前進させていくための人材育成の強化に取り組んでいく。
併せて、市民活動への参加促進や市民活動団体の支援などアウトリーチ支援を
今後も積極的に取り組み、人材をつなぐハブ機能を強化していく。

事務事業評
価による額


